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「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」

「
後
援
会
だ
よ
り
」
は
後
援
会
が
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
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2019年度 法政大学後援会の主な年間行事
月日 曜日 行事 内容

4月3日 水 入学式 ＜大学行事＞、日本武道館にて開催、後援会会長が後援会の活動について説明

5月18日 土 幹事会 後援会の役員会。決算報告、予算案等を審議

5月31日 金 支部長懇談会 支部活動の報告と意見交換

6月1日 土

支部長会議 後援会事業と支部総会・父母懇談会について打ち合わせ

総会 事業報告・決算報告、事業計画・予算案、2019年度役員を審議決定

懇親会 大学主催の懇親会

7月16日 火 校友会との懇談会 大学発展のために、校友会と後援会が年1回行う懇談会

7月～8月 土・日 支部総会・父母懇談会
全国36支部で開催（本誌4、5月号参照）。総長、理事、副学長、学部長、学務・学

生・就職関係職員が講演や説明を行う

10月6日 日 首都圏父母懇談会（市ケ谷）
東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県在住の会員を対象に各キャンパスごとに開催。

講演、キャンパスツアー、個別相談、学生サークル等の紹介等。多摩キャンパスは大

学祭（多摩祭）と同日開催

10月13日 日 首都圏父母懇談会（小金井）

10月19日 土 首都圏父母懇談会（多摩）

11月9日 土

支部長会議（支部長懇談会） 支部活動の報告と意見交換

副学長・学部長・学生センター長・
後援会懇談会

支部父母懇談会で会員から寄せられた質問等に副学長・学部長・学生センター長が

回答

11月10日 日 支部長会議 支部総会・父母懇談会の報告、活動の情報交換

11月27日 水 総長・学内理事との懇談会 総長・学内理事と後援会運営委員が会談

1月11日 土 オール法政賀詞交歓会 総長をはじめとする法政関係者が集う新年会

3月7日 土
幹事会 後援会の役員会。暫定予算などを審議

後援会賞表彰 難関試験を突破した学生などを表彰

3月24日 火
学位授与式 ＜大学行事＞

外国人留学生表彰 国際交流に尽力した留学生を後援会が表彰

　

平
素
よ
り
、
皆
さ
ま
に
は
後
援
会
活
動
に
対
し
ま
し

て
ご
理
解
な
ら
び
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

６
月
１
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
法
政
大
学
後
援
会

総
会
に
て
２
０
１
９
年
度
会
長
に
推
挙
さ
れ
、
１
年
間

皆
さ
ま
と
共
に
学
生
お
よ
び
大
学
の
支
援
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
私
で
第
72

代
目
と
伝
統
あ
る
後
援
会
の
運
営
に
携
わ
る
こ
と
と
な

り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。

　

法
政
大
学
後
援
会
は
、
戦
後
間
も
な
い
１
９
４
７
年

に
「
大
学
の
教
育
方
針
に
の
っ
と
り
、
大
学
と
学
生
家

庭
と
の
連
絡
を
緊
密
に
し
て
教
育
事
業
を
援
助
し
、
併

せ
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
学

生
の
保
護
者
が
自
ら
立
ち
上
げ
た
組
織
で
す
。

現
在
で
は
首
都
圏
お
よ
び
北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で

の
全
国
36
支
部
、
会
員
数
は
約
２
万
８
０
０
０
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
と
し
て
、
①
学
生
と
大

学
へ
の
助
成
、
②
広
報
関
係
へ
の
助
成
、
③
支
部
総

会
・
父
母
懇
談
会
・
首
都
圏
父
母
懇
談
会
の
開
催
、
④

後
援
会
奨
学
金
の
策
定
が
あ
り
、
会
員
か
ら
選
出
さ
れ

た
後
援
会
役
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
運
営
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

法
政
大
学
は
志
願
者
数
に
お
い
て
も
最
上
位
を
争
う

人
気
を
集
め
、
注
目
さ
れ
る
立
派
な
大
学
で
す
。
そ
の

大
学
の
後
援
会
と
し
て
、
諸
先
輩
方
が
築
き
、
守
り
続

け
て
き
た
理
念
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、

現
在
の
人
口
減
少
社
会
に
合
わ
せ
た
必
要
な
変
革
に
も

取
り
組
み
、
持
続
可
能
な
体
制
づ
く
り
に
尽
力
い
た
し

ま
す
。

　

後
援
会
活
動
は
、「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」
を

合
言
葉
と
し
た
、
全
国
各
地
で
の
会
員
の
皆
さ
ま
一
人

一
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
の
応
援
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
な
る
学
生
の
満
足
度
向
上
お
よ
び
「
母
校
」
の

発
展
の
た
め
、
本
年
度
も
引
き
続
き
後
援
会
活
動
へ
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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会
長
退
任
に
あ
た
っ
て

年
度
会
長  

小
澤 

徳

■後援会ウェブサイトのご案内 https://www.hosei-koenkai.org/

法政大学のウェブサイトを開いていただき、オレンジのインデックスの「保護者の方へ」をクリックしてい

ただいてもアクセスできます。ぜひ一度ご覧になってみてください。

　

後
援
会
の
皆
さ
ま
に
は
平
素
よ
り
後
援
会
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
た
び
、
２
０
１
８
年
度
後
援
会
会
長
の
任
期

を
終
え
、
無
事
に
次
年
度
の
役
員
に
「
伝
統
の
襷
（
た

す
き
）」
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

法
政
大
学
は
２
０
３
０
年
、
創
立
１
５
０
周
年
を
迎

え
ま
す
。
急
激
な
社
会
環
境
変
化
の
中
で
、
持
続
可
能

な
大
学
運
営
を
展
開
す
る
た
め
に
、
２
０
３
０
年
を
展

望
す
る
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
２
０
３
０
」
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
実
行
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

　

後
援
会
も
「
持
続
可
能
な
後
援
会
活
動
と
は
何
か
」

を
考
え
、
一
つ
一
つ
の
活
動
の
目
的
と
成
果
、
体
制
の
在

り
方
を
見
つ
め
直
す
原
点
回
帰
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

後
援
会
活
動
の
目
的
は
学
生
と
大
学
の
支
援
、
そ
し

て
、
会
員
相
互
の
親
睦
で
す
。
そ
の
最
も
本
質
的
な
部

分
は
法
政
大
学
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
だ
と
私
は
思
い
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
野
球
や
駅
伝
の
応
援
な

ど
、
学
生
と
喜
び
を
共
有
す
る
機
会
に
多
く
ご
参
加
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
こ
の
１
年
は
実
に
濃
密
な
１
年
で
し

た
。
後
援
会
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
良
き
友
人
を
全
国

に
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
後
援
会
活
動
は

多
く
の
善
意
あ
る
人
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」、
卒
業

す
る
私
た
ち
の
後
援
会
活
動
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
ご
指
導
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
す
べ

て
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
1
年

間
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

写真で見る小澤会長の1年間

5 6

1 2018年6月2日(土)2018年度総会  2  2018年6月2日(土)総会後、新

運営委員集合写真  3 2018年6月28日(木)常任参与との懇談会 4 2018

年6月30日(土)多摩キャンパス見学会  5 2018年8月5日(日)山口県支部総

会・父母懇談会  6 2018年11月10日(土)支部長会議  7  2018年11月19

日(月)東京六大学野球秋季リーグ戦優勝パレード  8  2019年3月2日(土)後

援会賞授賞式 9 2019年4月3日(水)入学式での挨拶  10 2019年6月1日

(土)2019年度総会終了後、渡辺会長に次を託し固く握手を交わす
9 10

7 8

1

3

2

4
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新
入
生
の
保
護
者
の
皆
さ
ま
、
法
政
大
学

へ
の
ご
入
学
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
宮
城
県
支
部
で
は
5
月
19
日
（
日
）

に
、
ホ
テ
ル
レ
オ
パ
レ
ス
仙
台
に
お
い
て

「
新
入
生
父
母
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
新
入
生
66
人
の
う
ち
18
世
帯
20
人

の
保
護
者
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

法
政
大
学
か
ら
は
、
小
金
井
事
務
部
学
務

課
の
糸
井
史
博
さ
ん
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

大
学
生
活
や
履
修
な
ど
に
つ
い
て
大
変
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
災

害
時
の
対
応
に
つ
い
て
の
質
問
に
も
丁
寧
に

ご
回
答
い
た

だ
き
、
震
災

を
経
験
し
た

保
護
者
も
安

心
し
た
様
子

で
し
た
。

　

経
済
学
部

４
年
の
加
藤

卓
さ
ん
に
は

法
政
大
学
の

多
彩
な
留
学

制
度
を
利
用
し
た
留
学
体
験
を
発
表
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
充
実
し
た
留
学
体
験
談
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
子
ど
も
が
留
学

す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
送
り
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

　

昼
食
を
囲
ん
だ
懇
親
会
で
は
、
同
じ
キ
ャ

ン
パ
ス
の
先
輩
父
母
を
交
え
て
会
話
が
弾

み
、
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
時
間
に
な
り
ま
し

た
。

　

宮
城
県
支
部
で
は
、
６
月
の
支
部
長
会
議

に
合
わ
せ
、
宮
城
県
出
身
の
新
入
生
に
在
校

生
を
交
え
た
交
流
の
場
を
「
新
入
生
の
集

い
」
と
し
て
、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
近
く

で
開
催
し
ま
す
。「
新
入
生
父
母
の
集
い
」
と

と
も
に
、
新
入
生
と
そ
の
保
護
者
へ
の
支
援

事
業
と
し
て
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

宮
城
県
支
部
は
、「
子
ど
も
の
母
校
は
我

が
母
校
」
を
合
言
葉
に
、
学
生
と
大
学
を
支

援
す
る
一
番
の
応
援
団
と
し
て
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
会
員

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

「
宮
城
県
支
部
新
入
生
父
母
の
集
い
」
報
告

宮
城
県
支
部
長   

植
田 

修
一 

（
匠
／
文
学
部
）

　

高
知
県
支
部
で
は
5
月
19
日
に
城
西
館
に

て
新
入
生
父
母
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

城
西
館
は
、「
坂
本
龍
馬
生
誕
の
地
」
の
近
く

に
あ
り
、
食
事
も
サ
ー
ビ
ス
も
素
晴
ら
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
結
婚
披
露
宴
も
た
く
さ
ん
行

わ
れ
て
お
り
、
扉
を
開
け
る
と
き
れ
い
な
花

嫁
さ
ん
と
バ
ッ
タ
リ
会
っ
て
「
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！
」
な
ん
て
こ
と
も
よ
く
あ
り

ま
す
。

　

今
年
の
新
入
生
父
母
の
集
い
開
催
に
向
け

て
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
良
い
も
の
に
し
よ
う

と
役
員
一
同
が
考
え
、
準
備
に
取
り
組
ん
だ

結
果
、
な
ん
と
新
入
生
の
全
家
庭
が
参
加

（
４
家
庭
６
人
）
と
い
う
快
挙
で
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
座
席
の
配
置
に

つ
い
て
も
話
し
や
す
さ
を
考
慮
し
、
皆
さ
ん

午
前
中
に
は
緊
張
も
和
ら
ぎ
、
昼
食
時
は
笑

顔
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

大
学
か
ら
は
学
務
部
教
育
支
援
課
・
課
長

の
佛
坂
公
子
さ
ん
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
新

入
生
の
保
護
者
の
方
々
も
真
剣
に
お
話
を
聞

か
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
休
憩
中
に
は
佛

坂
さ
ん
と
参
加
さ
れ
た
方
が
楽
し
そ
う
に
お

話
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
私
た
ち
役
員
に

と
っ
て
大
変
う
れ
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
、
支
部
の
問
題
と
し
て
、
高
知
県
か
ら

の
入
学
者
が
２
年
前
ま
で
の
４
分
の
１
に

な
っ
て
お
り
、
支
部
運
営
が
危
機
的
状
況
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
会
員
の
方
に
後
援
会
活
動
に
ご
理

解
い
た
だ
き
、
情
報
収
集
・
交
換
の
場
と
し

て
、
ま
た
、
親
と
し
て
最
大
限
の
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
る
よ
う
に
、
支
部
の
活
動
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
役
員
全
員
が
意
識
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

少
人
数
の
支
部
と
な
り
つ
つ
あ
っ
て
も
、

活
気
あ
る
元
気
な
支
部
で
あ
り
続
け
る
よ
う

新
入
生
父

母
の
集
い

を
ス
タ
ー

ト
と
し
て

頑

張
っ
て

い
き
ま
す
。

新
入
生
父
母
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た

高
知
県
支
部
長  

岡
林 

輝
秀 

（
一
輝
／
法
学
部
）

※（　　 ）内は子どもの名前／学部
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4
月
27
日
（
土
）、
東
京
六
大
学
野
球
春

季
リ
ー
グ
法
政
大
学
対
慶
應
義
塾
大
学
戦

は
、
新
天
皇
の
即
位
に
伴
う
10
連
休
の
初
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
Ｈ
Ｓ
Ｃ
（
法
政
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
）
と
後
援
会
が
共
催
し
た
応

援
日
だ
っ
た
た
め
、
多
く
の
大
学
関
係
者
や

付
属
校
関
係
者
も
加
わ
り
、
神
宮
球
場
三
塁

側
ス
タ
ン
ド
は
、
試
合
前
か
ら
た
い
へ
ん
な

盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　

法
政
は
１
回
表
、
四
番
伊
藤
寛
士
一
塁
手

の
適
時
打
で
先
制
点
を
挙
げ
、
初
回
か
ら
隣

の
席
の
人
と
肩
を
組
み
、
校
歌
を
歌
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
先
発
の
エ
ー
ス
三
浦
銀
二

投
手
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
も
期
待
ど
お
り
で
し

た
。
し
か
し 

、

試
合
終
盤
、

慶
應
義
塾
大

学
に
逆
転
さ

れ

て

し

ま

い
、
試

合
は

残
念
な
結
果

と
な
り
ま
し

た
。

　

東
京
六
大

学
野
球
は
夢

の
舞
台
で

す
。
全

国

の
高
校
球

児
が
そ
の

舞
台
に
上

が
る
こ
と

を
目
指
し

て
日
々
練

習
に
励
ん

で

い

ま

す
。
そ
の

舞
台
を
支

え
る
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
一
緒
に
神
宮
球

場
で
応
援
で
き
る
こ
と
も
、
観
戦
の
醍
醐
味

で
す
。

　

私
の
息
子
た
ち
は
、
法
政
大
学
第
二
高
等

学
校
の
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
。
か
つ
て
同
じ
チ
ー
ム
だ
っ
た
先
輩
や
友

達
が
硬
式
野
球
部
勝
利
の
た
め
に
、
応
援
団

と
し
て
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
学
生
コ
ー

チ
と
し
て
、
今
も
な
お
「
結
束
」
し
て
応
援

し
て
い
る
こ
と
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
秋
季
リ
ー
グ
で
12
季
ぶ
り
の

優
勝
を
飾
っ
た
硬
式
野
球
部
か
ら
目
が
離
せ

ま
せ
ん
！  

私
た
ち
保
護
者
も
神
宮
球
場
で

心
か
ら
の
声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

東
京
六
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦
応
援
記

金
子 

裕
子 

（
真
澄
／
社
会
学
部
）

　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
１
９
３
９
年
に

創
部
さ
れ
、
関
東
大
学
リ
ー
グ
28
回
、
東
日

本
イ
ン
カ
レ
9
回
、
全
日
本
イ
ン
カ
レ
10
回

の
優
勝
記
録
を
持
つ
伝
統
あ
る
部
で
す
。 

　

そ
こ
で
息
子
が
活
躍
す
る
こ
と
は
大
変
う

れ
し
く
、
ご
指
導
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
に
は
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
現
在
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
関
東
大
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
２
部
リ
ー
グ
所
属
で
、
１
部

リ
ー
グ
へ
返
り
咲
く
よ
う
山
口
県
よ
り
日
々

応
援
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

息
子
は
幼
少
期
に
水
泳
、
サ
ッ
カ
ー
、
ピ

ア
ノ
を
始
め
、
部
活
動
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
始
め
ま
し
た
。
中
学
２
年
の
サ
ッ
カ
ー
県

選
抜
メ
ン
バ
ー
大
会
で
ひ
と
区
切
り
を
つ

け
、
全
力
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
ま
い
進
し
、

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
で
は

山
口
県
の
主
将
と
し
て
全
国
１
位
を
目
指
し

て
奮
闘
し
ま
し
た
。

　

宇
部
商
業
高
等
学
校
で

は
、
監
督
、
コ
ー
チ
と
の

寮
生
活
の
中
で
部
員
と
共

に
切
磋
琢
磨
（
せ
っ
さ
た

く
ま
）
し
、
春
高
バ
レ
ー

出
場
、
ま
た
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
や
国
体
の
主
将
と
し
て

経
験
を
積
み
ま
し
た
。

　

法
政
大
学
と
の
出
合

い
は
高
校
の
夏
合
宿
、

法
政
大
学
で
の
練
習
試

合
の
と
き
で
、
自
分
も
法
政
大
学
で
頑
張
り
た

い
と
目
標
を
持
ち
ま
し
た
。
縁
あ
っ
て
法
政

大
学
に
入
学
し
、
素
晴
ら
し
い
指
導
者
、
仲

間
た
ち
と
出
会
い
、
日
々
鍛
錬
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
部
と
も
親
交
が
あ
り
、
志
高

き
選
手
、
友
人
と
共
に
過
ご
せ
る
日
々
は
息

子
に
と
っ
て
一
生
の
宝
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
季
は
西
田
寛
基
主
将
を
中
心
と
し
た
粘

り
強
い
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
、「
今
季
こ
そ
は
１

部
昇
格
を
果
た
し
後
輩
に
託
す
！
」
を
合
言

葉
に
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
魅
力
は
ス
ピ
ー
ド
、
高
さ
、
パ

ワ
ー
で
す
。
会
場
で
見
る
と
さ
ら
に
躍
動
感

と
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
最
後
に
、
吉

田
康
伸
監
督
を
は
じ
め
、
コ
ー
チ
、
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
O
B
・
O
G
の
皆
さ
ま
、
日
々
ご

指
導
を
賜
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

後
援
会
並
び
に
大
学
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

も
ご
支
援
を
賜
り
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
、
さ
ら
な
る
熱
い
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
応
援

藏
田 

隆
行 

（
大
輝
／
法
学
部
）
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